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インターバンクの声 （2015 年 4 月 28 日） 
 

米連邦公開市場委員会（FOMC）や１－３月期の米 GDP発表を控えての週初の

海外市場は、ロンドン時間の朝に発表された大手格付会社による日本国債の

格付けの引き下げとギリシャが債権団との交渉チームを再編成させたことな

どがドル円やユーロ相場の中心材料となった。日本国債格付けの引き下げ決

定をした格付会社については、以前からその噂が出ていたことや、見通しが

「安定的」に据え置かれたため、極端な円売り反応には至らなかったが、こ

のテーマが深刻化するのは一年後、政府の財政健全化策に行き詰まりが見え

た時になるだろう。楽観的な展望と悲観的な展望が交互にやってくるギリシ

ャ支援協議だが、昨夜はギリシャの債権団との交渉チームからバルファキス

財務相が外され、代わりにツァカロトス副外相が新たに任命されたことで楽

観論が浮上した。選挙前の国民に対する選挙公約があったにせよ、外野から

受ける印象では、欧州連合（EU）や国際通貨基金（IMF）との交渉に妥協する

部分がほとんど見られなかった財務相が外されたのは、当事者たちにして見

ればより楽観的になるのも頷けるが、果たして事が楽観的に進むのかは予断

を許さないはずだ。今日は、国内も海外もイベント前の調整日になりそうだ。 
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